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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　霧化電極と、霧化電極に供給するための水を結露させる冷却手段とを具備し、霧化電極
に高電圧を印加することで霧化電極に保持される水を霧化させて帯電微粒子水を生成する
静電霧化装置において、前記冷却手段を、放熱部と冷却部の間で冷媒を循環させる冷凍サ
イクルの該冷却部と、この冷却部に接触し且つ霧化電極に接続される熱伝導部材と、を用
いて形成し、前記熱伝導部材を介して冷却部により霧化電極を冷却することを特徴とする
静電霧化装置。
【請求項２】
　霧化電極が位置して結露水を生成する結露空間と、冷凍サイクルの冷却部が位置して冷
却空気を生成する冷却空間と、結露空間と冷却空間を仕切る隔壁部を具備することを特徴
とする請求項１に記載の静電霧化装置。
【請求項３】
　冷凍サイクルの放熱部により加熱された空気を結露空間内に送り込む送風路を具備する
ことを特徴とする請求項２に記載の静電霧化装置。
【請求項４】
　冷凍サイクルの放熱部又は該放熱部に接続される熱伝導部材を、結露空間側に位置させ
ることを特徴とする請求項２に記載の静電霧化装置。
【請求項５】
　霧化電極とこれに接続される熱伝導部材とは、一体に形成されたものであることを特徴
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とする請求項１～４のいずれか一項に記載の静電霧化装置。
【請求項６】
　霧化電極とこれに接続される熱伝導部材とは、別体であり且つ固着により接続されたも
のであることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の静電霧化装置。
【請求項７】
　霧化電極とこれに接続される熱伝導部材とは、別体であり且つ接触により接続されたも
のであることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の静電霧化装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、静電霧化現象により帯電微粒子水を生成する静電霧化装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、霧化電極に高電圧を印加することで霧化電極に保持される水を霧化させ、ナ
ノメータサイズの粒径で強い電荷を持つ帯電微粒子水を生成する静電霧化装置が知られて
いる。上記ナノメータサイズの帯電微粒子水には保湿効果があり、また、活性種が水分子
に包み込まれるように存在するために脱臭効果や、カビや菌の除菌効果や繁殖抑制効果が
ある。更にまた、ナノメータサイズの帯電微粒子水は遊離基が単独で存在する場合よりも
寿命が長く、且つ、ナノメータサイズと非常に小さいので空気中に長時間浮遊して拡散す
るようになっており、空気中に長時間満遍なく浮遊して高い脱臭効果が得られるという特
徴を有している。
【０００３】
　ところで、従来の静電霧化装置における水の供給手段は、水を充填する水タンクと、水
タンク内の水を毛細管現象により霧化電極まで搬送する水搬送部とから成る。そのため、
使用者は水タンク内に継続的に水を補給する必要があり、面倒な水補給の手間が強いられ
るという問題があった。また、上記の静電霧化装置においては、供給する水が水道水のよ
うなＣａ、Ｍｇ等の不純物を含む水であった場合、この不純物が空気中のＣＯ２と反応し
て水搬送部の先端部にＣａＣＯ３やＭｇＯ等を析出付着させ、毛細管現象による水の供給
を阻害するという問題があった。
【０００４】
　上記問題を解決するため、特許文献１には、霧化電極にペルチェユニットの冷却部を接
続し、この冷却部により霧化電極を冷却して空気中の水分を結露させることで、霧化電極
に水を供給する構造のものが提案されている。この構造によれば、水の補給の手間が不要
となり、得られた水には不純物が含まれないことからＣａＣＯ３やＭｇＯ等が析出付着す
ることもない。
【０００５】
　しかし、特許文献１に開示される静電霧化装置にあっては、結露水を得るための冷却手
段として専用のペルチェユニットを備えるとともに、このペルチェユニットに専用の電力
を別途供給する必要がある。また、ペルチェユニットを用いて所定の冷却能力を得るため
に要する電力は、例えば冷媒を循環させる冷凍サイクルを用いて所定の冷却能力を得る場
合に要する電力よりも大きなものとなる。そして、引用文献２の静電霧化装置を組み込ん
だ各種機器を提供する場合、冷却手段としてペルチェユニットを用いる構造ではこの機器
全体のコンパクト化や低コスト化、省エネルギ化を図ることが困難になる。
【特許文献１】特開２００６－６８７１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記問題点に鑑みて発明したものであって、結露水を用いて帯電微粒子水を生
成することができ、しかもこの帯電微粒子水を生成する静電霧化装置を組み込んだ機器全
体において、コンパクト化や低コスト化、省エネルギ化を図ることのできる静電霧化装置
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を提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために本発明を、霧化電極１と、霧化電極１に供給するための水を
結露させる冷却手段３とを具備し、霧化電極１に高電圧を印加することで霧化電極１に保
持される水を霧化させて帯電微粒子水を生成する静電霧化装置において、前記冷却手段３
を、放熱部９と冷却部１０の間で冷媒を循環させる冷凍サイクルＦの該冷却部１０と、こ
の冷却部１０に接触し且つ霧化電極１に接続される熱伝導部材６と、を用いて形成し、前
記熱伝導部材６を介して冷却部１０により霧化電極１を冷却するものとする。
【０００８】
　このように、冷凍サイクルＦを用いて結露水を得るようにすることで、例えばペルチェ
ユニットを用いて結露水を得る場合よりも消費電力を抑制することができる。加えて、静
電霧化装置を組み込んだ各種機器（例えば冷蔵庫、除湿機、空気調和機等）を提供する場
合に、これら各種機器において本来的な機能を発揮するために備えてある冷凍サイクルＦ
の冷却部１０を利用して結露水生成用の冷却手段３を形成することができる。そのため、
冷却手段３としてペルチェユニットのような専用の装置を備えることなく、またペルチェ
ユニットを備えた場合のように専用の電力を別途供給する必要なく、機器にとって必須の
冷凍サイクルＦの設備及び冷却能力の一部を利用して結露水を生成することができる。こ
れにより、静電霧化装置を組み込んだ機器全体のコンパクト化や低コスト化、省エネルギ
化を図ることが可能となる。
【０００９】
　上記構成の静電霧化装置にあっては、霧化電極１が位置して結露水を生成する結露空間
Ａ１と、冷凍サイクルＦの冷却部１０が位置して冷却空気を生成する冷却空間Ａ２と、結
露空間Ａ１と冷却空間Ａ２を仕切る隔壁部３０を具備することが好適である。このように
隔壁部３０で仕切ってあることで、結露空間Ａ１を冷却空間Ａ２に比較して温度や絶対湿
度の高い空間に保ち、結露空間Ａ１側を霧化電極１に結露水を生じやすい状態に保つこと
が可能となる。
【００１０】
　更に、上記構成の静電霧化装置にあっては、冷凍サイクルＦの放熱部９により加熱され
た空気を結露空間Ａ１内に送り込む送風路３５を具備することが好適である。このように
することで、結露空間Ａ１内を更に温度や絶対湿度の高い空間に保ち、霧化電極１に結露
水を生じやすい状態に保つことが可能となる。
【００１１】
　また、上記構成の静電霧化装置にあっては、冷凍サイクルＦの放熱部９又は該放熱部９
に接続される熱伝導部材を、結露空間Ａ１側に位置させることも好適である。このように
することで、結露空間Ａ１内を更に温度や絶対湿度の高い空間に保ち、霧化電極１に結露
水を生じやすい状態に保つことが可能となる。
　上記構成の静電霧化装置にあっては、霧化電極１とこれに接続される熱伝導部材６とが
一体に形成されたものであることも好適である。また、霧化電極１とこれに接続される熱
伝導部材６とが、別体であり且つ固着により接続されたものであることや、別体であり且
つ接触により接続されたものであることも好適である。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１に係る発明は、冷却手段により生成した結露水を用いることで水補給の手間な
く且つＣａＣＯ３やＭｇＯ等が析出付着することなく帯電微粒子水を生成することができ
、しかもこの冷却手段を冷凍サイクルの冷却部を用いて形成することで消費電力を抑制す
ることができ、更に、この静電霧化装置を組み込んだ機器においてはその機器全体のコン
パクト化や低コスト化、省エネルギ化を図ることができるという効果を奏する。
【００１３】
　また請求項２に係る発明は、請求項１に係る発明の効果に加えて、隔壁部を介在させて
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仕切ることで結露空間を冷却空間に比較して温度や絶対湿度の高い空間に保ち、結露空間
側を霧化電極に結露水を生じやすい状態に保つことができるという効果を奏する。
【００１４】
　また請求項３に係る発明は、請求項２に係る発明の効果に加えて、送風路を通じて結露
空間内に高温空気を送り込むことで、結露空間内を温度や絶対湿度の高い空間に保ち、霧
化電極に結露水を生じやすい状態に保つことができるという効果を奏する。
【００１５】
　また請求項４に係る発明は、請求項２に係る発明の効果に加えて、放熱部又は該放熱部
に接続される熱伝導部材によって結露空間側を暖めることで、結露空間内を温度や絶対湿
度の高い空間に保ち、霧化電極に結露水を生じやすい状態に保つことができるという効果
を奏する。
　また請求項５，６，７に係る発明は、請求項１～４のいずれか一項に係る発明の効果に
加えて、熱伝導部材と霧化電極の間にて高効率での熱のやりとりが可能になるという効果
を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明を添付図面に示す実施形態に基づいて説明する。図１、図２には、本発明
の実施形態における一例の静電霧化装置を示している。
【００１７】
　本例の静電霧化装置は、霧化電極１と、霧化電極１と対向して位置する対向電極２と、
霧化電極１に供給するための水を該霧化電極１に直接結露させる冷却手段３と、霧化電極
１と対向電極２との間に高電圧を印加する高電圧印加部（図示せず）と、静電霧化を行う
ための制御部（図示せず）と、これらを保持する霧化部ハウジング５とを具備する。そし
て、高電圧印加部により対向電極２との間で霧化電極１に高電圧を印加することで、霧化
電極１に結露して保持される水を霧化させ、ナノメータサイズを含む粒径であり且つ高い
電荷を持つ帯電微粒子水を生成するものである。以下、更に詳細に説明する。
【００１８】
　対向電極２はドーナツ状をした金属板により構成しており、霧化部ハウジング５の図中
上方を向く前面に設けた放出用開口１５と対向するように、霧化部ハウジング５の内部空
間の前部寄りに内装している。霧化部ハウジング５の内部空間の後部には霧化電極１を取
付けており、霧化電極１の先端部１ａが、ドーナツ状をした対向電極２の中央孔部のセン
ターと同一軸線上に位置するように設けている。この霧化電極１と対向電極２とは、高圧
リード線（図示せず）を介して高電圧印加部に電気的に接続する。
【００１９】
　上記霧化電極１の基端部１ｂには、金属のような熱伝導性の良い熱伝導部材６が接続さ
せてある。霧化電極１と熱伝導部材６は一体に形成したものでもよいし、霧化電極１に別
体の熱伝導部材６を固着したものでもよいし、或いは、霧化電極１に別体の熱伝導部材６
を接触させたものでもよい。いずれの場合も、熱伝導部材６と霧化電極１とで熱を高効率
でやりとり可能な構成とする。
【００２０】
　図１、図２に示す実施形態では、柱状をした金属製の熱伝導部材６の前面部に凹所６ａ
を形成するとともに、該凹所６ａの底に嵌め込み穴６ｂを形成している。この嵌め込み穴
６ｂに、棒状をした霧化電極１の基端部１ｂを嵌め込むことにより、嵌め込み穴６ｂの内
面と霧化電極１の基端部１ｂとが接触して効果的に熱伝導されるようになっている。霧化
部ハウジング５の後面には孔部７が設けてあり、熱伝導部材６の後部はこの孔部７を挿通
して後方に延出されている。なお、霧化部ハウジング５の孔部７には、熱伝導部材６を囲
むようにヒータが収納してある。
【００２１】
　この柱状の熱伝導部材６の後端部は、放熱部９と冷却部１０の間で冷媒を循環させる冷
凍サイクルＦの該冷却部１０に当接させており、熱伝導部材６と冷却部１０とを熱的に接
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続させている。つまり、本例において霧化電極１は熱伝導部材６を介して冷却部１０によ
り冷却される構造になっており、この冷却部１０及び熱伝導部材６により、霧化電極１を
冷却して結露水を生成する冷却手段３を形成している。
【００２２】
　上記冷凍サイクルＦは、冷媒を循環させる冷媒回路中に、冷媒ガスを高温高圧に圧縮す
る圧縮器１１と、高温高圧となった冷媒ガスを冷却して（放熱させて）冷媒液とする熱交
換器から成る凝縮器１２と、冷媒液を乾燥させるドライヤ１６と、冷媒液を減圧して気化
しやすくする膨張弁１３と、減圧された冷媒液を気化させて冷媒ガスに戻す熱交換器から
成る蒸発器１４とをこの順に介在させ、冷媒を循環させながら圧縮器１１及び凝縮器１２
で放熱を行い、膨張弁１３及び蒸発器１４で吸熱を行うものである。
【００２３】
　つまり、ここでの圧縮器１１や凝縮器１２が放熱部９を形成し、膨張弁１３や蒸発器１
４が冷却部１０を形成している。熱伝導部材６の後端部は、上記冷却部１０を成す蒸発器
１４に当接させている。
【００２４】
　上記構成の静電霧化装置において、冷凍サイクルＦ中の冷媒を循環させると、蒸発器１
４が冷却側となって冷えることで、熱伝導部材６を介した熱のやり取りによって霧化電極
１の温度が低下する。霧化電極１の温度が低下すると、霧化部ハウジング５内の空気が冷
やされ、該空気中に含まれる水分を基に霧化電極１に結露水が生成される。このようにし
て、霧化電極１には安定して水が供給される。
【００２５】
　なお、冷却手段３により結露水を生成して霧化電極１に供給するための構成としては、
図示例のように霧化電極１を冷却して該霧化電極１に直接結露を生じさせる構成に限定さ
れない。つまり、例えば冷却手段３に熱的に接続されて冷却される冷却面を別途備え、該
冷却面上で生成された結露水を霧化電極１に搬送する構成であっても構わない。
【００２６】
　このように霧化電極１に水が安定供給される状態で、高電圧印加部により霧化電極１と
対向電極２との間に高電圧を印加すると、霧化電極１と対向電極２との間にかけられた高
電圧により霧化電極１の先端部１ａに供給された水と対向電極２との間にクーロン力が働
き、水の液面が局所的に錐状に盛り上がっていわゆるテイラーコーンが形成される。この
ようにしてテイラーコーンが形成されると、該テイラーコーンの先端に電荷が集中してこ
の部分の電界強度が大きくなり、この部分に生じるクーロン力が大きくなることで更にテ
イラーコーンを成長させる。テイラーコーンが成長し、該テイラーコーンの先端に電荷が
集中して電荷の密度が高密度となると、テイラーコーンの先端部分の水が大きなエネルギ
ー（高密度となった電荷の反発力）を受け、表面張力を超えて分裂・飛散を繰り返すいわ
ゆるレイリー分裂を生じて、ナノメータサイズの粒径を含む帯電微粒子水を大量に生成す
る。
【００２７】
　このようにして生成された帯電微粒子水は、対向電極２の中央孔部を通過して霧化部ハ
ウジング５前面の放出用開口１５から、霧化部ハウジング５外部の対象空間向けて放出さ
れる。
【００２８】
　対象空間に放出された帯電微粒子水は、その粒径がナノメータサイズと極めて小さいた
めに空気中に長時間浮遊するとともに拡散性が高いため、対象空間内の隅々まで浮遊して
、対象空間の壁面や該対象空間内にある物に付着する。しかも、帯電微粒子水には活性種
が水分子に包み込まれるようにして存在するため、脱臭効果、アレルゲン物質の不活性化
、カビや菌の除菌や繁殖の抑制効果を有し、対象空間の壁や内部の物に付着して脱臭効果
、アレルゲン物質の不活性化、カビや菌の除菌や繁殖の抑制効果を発揮する。ここで、帯
電微粒子水は遊離基単独で存在する場合より寿命が長いため、上記拡散性、脱臭効果、ア
レルゲン物質の不活性化、カビや菌の除菌や繁殖の抑制効果をより高く発揮するものとな
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る。
【００２９】
　そして、上記構成の静電霧化装置においては、冷凍サイクルＦの冷却部１０を用いて結
露水を生成し、この水を霧化電極１に安定供給する構成になっているので、水の補給の手
間が不要となり、且つ、得られた水には不純物が含まれないことからＣａＣＯ３やＭｇＯ
等が析出付着することもない。また、冷凍サイクルＦを用いて結露水を得ることで、例え
ばペルチェユニットを用いて結露水を得る場合よりも消費電力を抑制することができる。
【００３０】
　加えて、静電霧化装置を組み込んだ各種機器（後述の冷蔵庫、除湿機、空気調和機等）
を提供する場合に、例えば冷却手段３としてペルチェユニットを用いる構造であれば、こ
のペルチェユニットが専用の装置として必要になるとともに該ペルチェユニット専用の電
力を別途供給する必要があり、機器全体のコンパクト化や低コスト化、省エネルギ化を阻
害するのに対して、上記構成の静電霧化装置によれば、各種機器において本来的な機能を
発揮するために備えてある冷凍サイクルＦの一部を活用して結露水生成用の冷却手段３を
形成することができる。そのため、冷却手段３として専用の装置を備えることなく、また
専用の電力を別途供給する必要なく、機器にとって必須の冷凍サイクルＦの設備及び冷却
能力の一部を利用して結露水を生成することができるので、機器全体のコンパクト化や低
コスト化、省エネルギ化が実現される。
【００３１】
　以下に述べる他の実施形態においては、上記した一例の静電霧化装置を、本来必須の構
成として冷凍サイクルＦを備えて冷媒を循環させる機器（以下「冷媒循環機器」という。
）に組み込んだ場合を示す。つまり、以下に述べる冷媒循環機器は、放熱部９と冷却部１
０との間で冷媒を循環させる冷凍サイクルＦの該冷却部１０を通じて空気を冷却する冷媒
循環機器であって、霧化電極１と、霧化電極１に供給するための水を結露させる冷却手段
３とを具備し、霧化電極１に高電圧を印加することで霧化電極１に保持される水を霧化さ
せて帯電微粒子水を生成する静電霧化装置を組み込んで形成されるとともに、上記静電霧
化装置の冷却手段３として、冷凍サイクルＦの該冷却部１０を用いたものである。
【００３２】
　図３には、冷媒循環機器である冷蔵庫に一例の静電霧化装置を組み込んだ場合を示して
いる。図示のように冷蔵庫本体２０内には、空間内に貯蔵される食品を冷やす貯蔵室であ
る冷凍室２１、冷蔵室２２、野菜室２３と、各室２１，２２，２３に連通する冷気通路２
４を設けており、冷蔵庫本体２０内にて冷凍室２１、冷蔵室２２、野菜室２３、冷気通路
２４をそれぞれ仕切る隔壁部３０は、断熱材により形成している。冷気通路２４と冷凍室
２１、冷蔵室２２、野菜室２３とを仕切る隔壁部３０にはそれぞれ冷気通路２４と冷凍室
２１、冷気通路２４と冷蔵室２２、冷気通路２４と野菜室２３を連通する連通部２７ａ、
２７ｂ、２７ｃが設けてある。
【００３３】
　冷凍室２１、冷蔵室２２、野菜室２３には引出しボックス２６ａ、２６ｂ、２６ｃが引
き出し自在に取付けられるとともに各引出しボックス２６ａ、２６ｂ、２６ｃの前部に扉
２５ａ、２５ｂ、２５ｃを一体に設けている。引き出しボックス２６ａ、２６ｂ、２６ｃ
を冷凍室２１や冷蔵室２２、野菜室２３内に押し込んで収納すると、引出しボックス２６
ａ、２６ｂ、２６ｃの前部に設けた扉２５ａ、２５ｂ、２５ｃが前開口を閉じる構造であ
る。
【００３４】
　冷気通路２４内には、冷凍サイクルＦの蒸発器１４から成る冷却部１０や、冷気送風用
のファン２９を設けており、冷却部１０によって冷気通路２４内の空気を例えば－２０℃
程度に冷却し、この冷気通路２４内の冷却空気を連通部２７ａ、２７ｂ、２７ｃを介して
冷凍室２１、冷蔵室２２、野菜室２３に供給してそれぞれを目的温度とするようになって
いる。ここで、冷蔵室２２や野菜室２３は冷凍室２１よりも温度を高くするため、連通部
２７ｂ、２７ｃは連通部２７ａよりも小さい開口とし、冷気通路２４からの冷却空気の流
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入量が冷凍室２１に比べて少なくなるように設定している。また、図示は省略しているが
、冷凍室２１、冷蔵室２２、野菜室２３からそれぞれ冷気通路２４の冷却部１０側に空気
を返送するための返送通路を設けている。
【００３５】
　冷凍サイクルＦのうち冷却部１０を成す蒸発器１４を除く部分は、冷蔵庫本体２０の後
部に形成してある収容空間Ｂ内に配している。この冷凍サイクルＦの放熱部９が位置する
ことになる収容空間Ｂは、断熱材から成る隔壁部３１によって、冷却部１０が位置するこ
とになる後述の冷却空間Ａ２と仕切られている。収容空間Ｂ内には送風用のファン３２が
設けてあり、放熱部９が発する熱を冷蔵庫本体２０の後面に設けてある通気口３３を通じ
て外部に放出するようになっている。なお、冷凍サイクルＦの膨張弁１３やドライヤ１６
については図示を省略している。
【００３６】
　上記構成の冷蔵庫においては、野菜室２３等の貯蔵庫内の空間が結露空間Ａ１となり、
断熱材より成る隔壁部３０を介して隣接する冷気通路２４が、これら結露空間Ａ１よりも
温度が低い冷却空間Ａ２となっている。なお、図示例では野菜室２３のみを結露空間Ａ１
としている。ここで、本発明における冷却空間Ａ２とは温度が０℃以下の領域のことであ
り、この冷蔵庫のように冷気通路２４を冷却空間Ａ２とした場合には、冷却空間Ａ２は上
記のように－２０℃程度となる。
【００３７】
　静電霧化装置の霧化部ハウジング５は、結露空間Ａ１を成す野菜室２３と冷却空間Ａ２
を成す冷気通路２４とを仕切る隔壁部３０の、結露空間Ａ１側の面に取付けてある。霧化
部ハウジング５から後方に突出する熱伝導部材６の後部は、隔壁部３０に設けてある貫通
孔３０ａに挿入されて冷却空間Ａ２内に露出している。この熱伝導部材６の後端部は、放
熱部９と冷却部１０の間で冷媒を循環させる冷凍サイクルＦの該冷却部１０に当接させて
おり、冷却空間Ａ２内において熱伝導部材６と冷却部１０とを熱的に接続させている。
【００３８】
　したがって、熱伝導部材６はその後部が冷却空間Ａ２内で冷却部１０により冷やされる
ため、隔壁部３０を挟んで結露空間Ａ１側に位置する霧化電極１が冷やされることになる
。この場合、霧化電極１は必ず０℃以下に冷却され、霧化電極１の周囲の空気中の水分（
すなわち０℃以上の温度である結露空間Ａ１の空気中の水分）を凍結させて霧化電極１に
付着させる。なお、熱伝導部材６と冷却部１０とは当接していなくともよく、冷却部１０
によって冷やされる冷却空間Ａ２を通じて熱伝導部材６の露出部分が冷やされる構造にし
ても構わない。
【００３９】
　また図示はしていないが、本例の静電霧化装置においては、霧化電極１又は熱伝導部材
６に隣接してヒータを設けて融解手段を構成してある。ヒータの通電のタイミング、ヒー
タへの通電時間、霧化電極１と対向電極２との間への高電圧を印加するタイミング、高電
圧の印加停止のタイミング等は、制御部により制御される。
【００４０】
　具体的には、霧化電極１は冷却手段３により連続して冷却されているが、ヒータへの通
電及び高電圧の印加を行わない凍結期間と、凍結期間後にヒータへの通電を行う（高電圧
の印加は行わない）融解期間と、融解期間後に高電圧を印加する（ヒータへの通電は継続
する）静電霧化期間とが順番に繰り返されるように制御部によりヒータの通電、高電圧の
印加の制御を行う。
【００４１】
　上記凍結期間においては、熱伝導部材６が冷却空間Ａ２内で冷やされ、霧化電極１が０
℃以下である所定の目的温度（つまり結露空間Ａ１の空気中の水分が凍結して氷となる温
度）にまで冷やされることで、結露空間Ａ１の空気中の水分が凍結されて霧化電極１に氷
となって付着する。凍結期間が終了すると溶融期間に移行し、ヒータに通電して凍結した
氷を融解して水を生成する。融解期間が終了すると霧化期間に移行し、ヒータへの通電を
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継続したまま霧化電極１と対向電極２との間に高電圧を印加し、既述したようにナノメー
タサイズの帯電微粒子水を大量に生成する。霧化電極１の先端部１ａに供給された水は次
第に少なくなり、水がなくなるタイミングで、高電圧印加とヒータへの通電を停止して霧
化期間を終了する。霧化期間が終了すると再び凍結期間に移行し、上記と同じ順序で凍結
による氷の付着、融解による水の供給、静電霧化を繰り返す。
【００４２】
　このようにして生成された帯電微粒子水は、対向電極２の中央孔部を通過して霧化部ハ
ウジング５の前面に設けた放出用開口１５から、結露空間Ａ１を成す野菜室２３内に放出
される。野菜室２３内に放出された帯電微粒子水は、粒径がナノメータサイズと極めて小
さいために空気中に長時間浮遊するとともに拡散性が高いため、野菜室２３内の隅々まで
浮遊して、野菜室２３の内面や該野菜室２３内に収納した収納物に付着することになる。
そして、この野菜室２３の内面や収納物に付着した帯電微粒子水が脱臭効果、カビ、菌の
除菌、繁殖抑制効果を発揮する。
【００４３】
　活性種が水分子に包み込まれるようにして存在する帯電微粒子水は遊離基単独で存在す
る場合よりも寿命が長いため、上記拡散性、脱臭効果、カビや菌の除菌や繁殖の抑制効果
がより向上することになる。また、帯電微粒子水は保湿効果があるため、結露空間Ａ１内
に入れた収納物を保湿する効果がある。
【００４４】
　そして、この静電霧化装置を組み込んだ冷蔵庫にあっては、冷蔵庫本来の冷却機能を発
揮するために冷蔵庫本体２０内に備えてある冷凍サイクルＦを用い、この冷凍サイクルＦ
の冷却部１０の冷却能力の一部を利用して結露水を生成することができる。つまり、霧化
電極１に供給する結露水を生成するためにペルチェユニット等の専用の冷却装置を備える
ことなく、またペルチェユニット駆動用等の専用の電力を別途供給する必要なく、本来的
に備えてある冷凍サイクルＦの設備及び冷却能力の一部を利用して結露水を安定供給する
ことができるので、このような静電霧化装置を組み込んだ冷蔵庫全体のコンパクト化や低
コスト化、省エネルギ化を図ることができる。
【００４５】
　また、霧化電極１が位置して結露水を生成することになる結露空間Ａ１（図示例では野
菜室２３内の空間）と、冷凍サイクルＦの冷却部１０が位置して冷却空気を生成する冷却
空間Ａ２（図示例では冷気通路２４）とを、断熱性の隔壁部３０により仕切ってあること
で、結露空間Ａ１を冷却空間Ａ２に比較して温度や絶対湿度の高い空間に保ち、結露空間
Ａ１側を霧化電極１に結露水を生じやすい状態に保つことが可能となっている。
【００４６】
　しかも、この冷蔵庫にあっては、静電霧化装置の霧化電極１や対向電極２を、冷却部１
０やファン２９よりも下流側の貯蔵室内（野菜室２３内）に配設してあるため、霧化電極
１から生じた帯電微粒子水が蒸発器１４から成る冷却部１０やファン２９に接触すること
がなく、帯電微粒子水を冷却空気に乗せて貯蔵室内に効率良く散布することができる。
【００４７】
　図４には、冷媒循環機器である冷蔵庫に一例の静電霧化装置を組み込んだ場合の変形例
を示している。なお、この変形例において、図３の実施形態の構成と同様の構成について
は同一符号を付して詳しい説明を省略し、図３の実施形態とは相違する特徴的な構成につ
いてのみ詳述する。
【００４８】
　この変形例にあっては、冷凍サイクルＦの放熱部９により加熱された高温空気の一部を
、結露空間Ａ１である野菜室２３内の霧化電極１近傍に送り込む送風路３５を備えている
。これにより結露空間Ａ１内の特に霧化電極１近傍を、結露空間Ａ１の他の部分よりも温
度や絶対湿度の高い空間に保ち、霧化電極１に結露水を生じやすい状態に保つことが可能
となる。なお、放熱部９により加熱された空気の大部分は、やはり通気口３３を通じて外
気に放出される。
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【００４９】
　上記送風路３５は、放熱部９が配される収容空間Ｂと結露空間Ａ１を冷却空間Ａ２は避
けて連通接続させる高温バイパス３６と、この高温バイパス３６を通じて送り込まれた空
気を、結露空間Ａ１の内壁に沿って霧化部ハウジング５（つまり霧化電極１近傍）にまで
導くガイド流路３７とから成る。上記送風路３５のガイド流路３７は、野菜室２３内にお
いて引出しボックス２６ｃとは接触しない後端位置に設けており、送り込まれる高温空気
が引出しボックス２６ａに直接当たることなく、霧化部ハウジング５の放出用開口１５に
供給されるように設けている。
【００５０】
　なお、送風路３５を通じて結露空間Ａ１内に送り込まれる高温空気の量は、結露空間Ａ
１内を冷却する冷蔵庫としての冷却能力に影響を与えないように、連通部２７ｃを通じて
結露空間Ａ１内に送り込まれる冷却空気の量に比して十分に少量に設定している。送風路
３５から送り込まれた高温空気は、霧化部ハウジング５の放出用開口１５を通じて霧化電
極１近傍に供給された後に、連通部２７ｃを通じて送り込まれた冷却空気と合流する。上
記のように冷却空気に比して高温空気は少量なので、合流後は十分な冷却能力を保持した
冷却空気として貯蔵室である野菜室２３内全体に供給される。
【００５１】
　また、図示はしていないが、上記送風路３５を通じて結露空間Ａ１外部から高温空気を
送り込むのではなく、冷凍サイクルＦの放熱部９の少なくとも一部を結露空間Ａ１側の霧
化部ハウジング５に隣接して（つまり霧化電極１近傍に）位置させることや、放熱部９に
熱伝導部材を接続させるとともに該熱伝導部の一部を結露空間Ａ１側の霧化部ハウジング
５に隣接して位置させることも好適である。この場合、結露空間Ａ１内の特に霧化電極１
近傍を放熱部９や熱伝導部材により直接的に暖めることができ、結露空間Ａ１の他の部分
よりも温度や絶対湿度の高い空間に保って、霧化電極１に結露水を生じやすい状態にする
ことが可能となる。この場合も、放熱部９により結露空間Ａ１を暖める熱量は、結露空間
Ａ１内を冷却する冷蔵庫としての冷却能力に影響を与えない程度に設定する。
【００５２】
　図５には、冷媒循環機器である除湿機に一例の静電霧化装置を組み込んだ場合を示して
いる。図示のように、除湿装置には除湿流路４０が設けてあり、該除湿流路４０は一端部
が吸込部４１となり且つ他端部が吐出部４２となっている。吐出部４２にはルーバ４３が
設けてある。除湿流路４０の途中には、除湿手段４４と送風手段４５とが設けてある。
【００５３】
　図示例では除湿流路４０の途中に除湿室４６を設けており、該除湿室４６内に、冷凍サ
イクルＦの放熱部９を成す圧縮器１１、凝縮器１２や、冷却部１０を成す蒸発器１４等を
備えることで、上記除湿手段４４を構成している。この除湿室４６の底部には排水部４７
を設けている。除湿機内の下部には水溜めタンク４８を設けており、上記除湿室４６の底
部に設けた排水部４７から流下した水を溜めるようになっている。なお、冷凍サイクルＦ
の膨張弁１３やドライヤ１６については図示を省略している。
【００５４】
　除湿流路４０の除湿室４６よりも下流側には、送風手段４５であるファンを収納する送
風手段収納室４９を設けている。除湿室４６と送風手段収納室４９とは、除湿室４６の下
流側の下端部に設けた連通口５０で連通しており、除湿室４６で除湿された乾燥空気が連
通口５０を経て送風手段収納室４９に流入するようになっている。
【００５５】
　上記除湿機は、送風手段４５を運転することで、外部空間である除湿対象空間Ｃの空気
が吸込部４１から吸い込まれて除湿手段４４により除湿され、乾燥空気となって吐出部４
２から除湿対象空間Ｃ内に返送されることで、除湿対象空間Ｃの除湿をする。
【００５６】
　上記除湿手段４４において、吸込部４１から吸込まれた湿った空気は冷凍サイクルＦの
放熱部９で熱交換されて加温され、冷却部１０で冷やされて空気中の水分が結露水となり
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除去されることで、乾燥空気となる。ここで除湿により発生した水は、排水部４７から水
溜めタンク４８に流れて溜められる。
【００５７】
　上記構成の除湿機には、除湿手段４４で除湿した後の乾燥空気に帯電微粒子水を放出す
るために、一例の静電霧化装置を組み込んである。上記静電霧化装置は、既述したように
霧化電極１を内蔵する霧化部ハウジング５と、霧化部ハウジング５内の霧化電極１に熱的
に接続した熱伝導部材６とを備えたものであり、除湿流路４０の側壁を成す隔壁部３０に
霧化部ハウジング５を貫通させている。
【００５８】
　この隔壁部３０を挟んで一方には除湿室４６が形成され、この除湿室４６の冷却部１０
周辺の空間が冷却空間Ａ２となっている。隔壁部３０を挟んで他方には、除湿流路４０の
除湿室４６及び送風手段収納室４９よりも下流側の部分が形成されており、この下流側の
部分が結露空間Ａ１となっている。そして、上記冷却空間Ａ２内には、静電霧化装置の熱
伝導部材６が露出して位置するとともに冷却部１０を成す蒸発器１４に当接している。ま
た、上記結露空間Ａ１内には、霧化部ハウジング５に保持された状態で霧化電極１や対向
電極２が位置している。なお、熱伝導部材６と冷却部１０とは当接していなくともよく、
冷却部１０によって冷やされる冷却空間Ａ２を通じて熱伝導部材６の露出部分が冷やされ
る構造であってもよい。
【００５９】
　上記構成の除湿機を運転すると、冷却空間Ａ２内において冷凍サイクルＦの冷却部１０
である蒸発器１４が冷えるので、熱伝導部材６を介した熱のやりとりにより、結露空間Ａ
１内の霧化電極１の温度が低下する。霧化電極１の温度が低下すると霧化部ハウジング５
内の空気が冷やされ、空気中に含まれる水分が結露水として霧化電極１に生成される。こ
のようにして霧化電極１には水が安定供給され、霧化電極１と対向電極２との間に高電圧
を印加することで既述したようにナノメータサイズの帯電微粒子水を大量に生成する。
【００６０】
　生成された帯電微粒子水は、対向電極２の中央孔部を通過して霧化部ハウジング５に設
けた放出用開口１５から、除湿流路４０の除湿手段４４及び送風手段４５よりも下流側の
部分（つまり結露空間Ａ１）に放出される。除湿流路４０内に放出された帯電微粒子水は
、送風手段４５により送り込まれる乾燥空気に乗り、吐出部４２から除湿対象空間Ｃ内に
放出される。
【００６１】
　除湿対象空間Ｃ内に放出された帯電微粒子水は、粒径がナノメータサイズと極めて小さ
いために空気中に長時間浮遊するとともに拡散性が高いため、除湿対象空間Ｃ内の隅々ま
で浮遊して、除湿対象空間Ｃの内面や該除湿対象空間Ｃ内に収納した収納物や人体に付着
する。そして、この除湿対象空間Ｃの内面や収納物等に付着した帯電微粒子水が脱臭効果
、カビ、菌の除菌、繁殖抑制効果を発揮する。
【００６２】
　活性種が水分子に包み込まれるようにして存在する帯電微粒子水は遊離基単独で存在す
る場合よりも寿命が長いため、上記拡散性、脱臭効果、カビや菌の除菌や繁殖の抑制効果
がより向上することになる。また、帯電微粒子水は保湿効果があるため、除湿対象空間Ｃ
内の収納物や人体の肌を保湿する効果がある。
【００６３】
　そして、この静電霧化装置を組み込んだ除湿機にあっては、除湿機本来の冷却機能を発
揮するために除湿室４６に内蔵してある冷凍サイクルＦを用い、この冷凍サイクルＦの冷
却部１０の冷却能力の一部を利用して結露水を生成することができる。つまり、霧化電極
１に供給する結露水を生成するためにペルチェユニット等の専用の冷却装置を備えること
なく、またペルチェユニット駆動用等の専用の電力を別途供給する必要なく、本来的に備
えてある冷凍サイクルＦの設備及び冷却能力の一部を利用して結露水を安定供給すること
ができるので、このような静電霧化装置を組み込んだ除湿機全体のコンパクト化や低コス
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ト化、省エネルギ化を図ることができる。
【００６４】
　また、霧化電極１が位置して結露水を生成することになる結露空間Ａ１（図示例では除
湿流路４０の除湿手段４４及び送風手段４５よりも下流側の部分）と、冷凍サイクルＦの
冷却部１０が位置して冷却空気を生成する冷却空間Ａ２（図示例では除湿室４６の冷却部
１０周辺の空間）とを、断熱性の隔壁部３０により仕切ってあることで、結露空間Ａ１を
冷却空間Ａ２に比較して温度や絶対湿度の高い空間に保ち、結露空間Ａ１側を霧化電極１
に結露水を生じやすい状態に保つことが可能となっている。
【００６５】
　しかも、この除湿機にあっては、静電霧化装置の霧化電極１や対向電極２を、除湿手段
４４や送風手段４５よりも下流側に配設してあるため、除湿流路４０内を流れる帯電微粒
子水が放熱部９や冷却部１０から成る除湿手段４４やファンから成る送風手段４５に接触
することがなく、帯電微粒子水を乾燥空気に乗せて除湿対象空間Ｃ内に効率良く散布する
ことができる。
【００６６】
　図６には、冷媒循環機器である除湿機に一例の静電霧化装置を組み込んだ場合の変形例
を示している。なお、この変形例において、図５の実施形態の構成と同様の構成について
は同一符号を付して詳しい説明を省略し、図５の実施形態とは相違する特徴的な構成につ
いてのみ詳述する。
【００６７】
　この変形例にあっては、除湿室４６内の冷凍サイクルＦの放熱部９によって加熱された
高温空気の一部を、結露空間Ａ１（つまり、除湿流路４０の除湿手段４４及び送風手段４
５よりも下流側の部分）内の霧化電極１近傍に送り込む送風路３５を備えている。これに
より結露空間Ａ１内の特に霧化電極１近傍を、結露空間Ａ１の他の部分よりも温度や絶対
湿度の高い空間に保ち、霧化電極１に結露水を生じやすい状態に保つことが可能となる。
除湿室４６内には、放熱部９周辺の高温空気の一部を除湿流路４０から分岐させて送風路
３５に送り込む送風用のファン５５を備えている。
【００６８】
　上記送風路３５は、除湿室４６の放熱部９周辺の空間と結露空間Ａ１を、除湿室４６の
放熱部９よりも下流側に位置する冷却部１０周辺の冷却空間Ａ２を避けて連通接続させる
高温バイパス５６と、この高温バイパス５６を通じて送り込まれた空気を、結露空間Ａ１
の内壁を成す隔壁部３０に沿って霧化部ハウジング５（つまり霧化電極１近傍）にまで導
くガイド流路５７とから成る。上記ガイド流路５７は、高温バイパス５６を通じて送り込
まれた高温空気を隔壁部３０に沿って吐出部４２側から霧化部ハウジング５に向けて（つ
まり除湿流路４０の下流側から上流側へと）送り込むように設けている。
【００６９】
　また、図示はしていないが、上記送風路３５を通じて結露空間Ａ１外部から高温空気を
送り込むのではなく、冷凍サイクルＦの放熱部９の少なくとも一部を、結露空間Ａ１側の
霧化部ハウジング５に隣接して（つまり霧化電極１近傍に）位置させることや、放熱部９
に熱伝導部材を接続させるとともに該熱伝導部の一部を結露空間Ａ１側の霧化部ハウジン
グ５に隣接して位置させることも好適である。この場合、結露空間Ａ１内の特に霧化電極
１近傍を放熱部９や熱伝導部材により直接的に暖めることができ、結露空間Ａ１の他の部
分よりも温度や絶対湿度の高い空間に保って、霧化電極１に結露水を生じやすい状態にす
ることが可能となる。
【００７０】
　図７には、冷媒循環機器である空気調和機に一例の静電霧化装置を組み込んだ場合を示
している。この空気調和機は屋内機６０と屋外機６１から成り、屋内機６０の外殻を成す
左右方向に長い筐体６２の後面部６３を、空調対象空間Ｄである部屋の壁面に沿わせて設
置している。筐体６２の上面部６４と前面部６５の上側部分には、複数の吸込口６６を設
けている。また、筐体６２の前面部６５の下側部分には、左右方向に長い吹出口６７を設
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けている。
【００７１】
　上記筐体６２には、吸込口６６と吹出口６７を連通させる送風経路６９を形成している
。送風経路６９の途中には、空調対象空間Ｄである室内の空気を吸込口６６から吸い込ん
で吹出口６７から戻すためのファンから成る送風手段７０を設けている。送風経路６９の
上流側端部にはフィルタ（図示せず）を配設しており、このフィルタよりも下流側で且つ
送風手段７０よりも上流側の部分には、冷凍サイクルＦの一部を成す屋内側熱交換器７２
を配している。
【００７２】
　ここでの冷凍サイクルＦは、屋内機６０内のアルミニウム製フィンから成る屋内側熱交
換器７２と、屋外機６１内のアルミニウム製フィンから成る屋外側熱交換器７３と、圧縮
器１１との間で冷媒を循環させる冷媒回路を成すものであり、冷媒を所定方向に循環させ
ることで屋内側熱交換器７２が蒸発器１４（つまり冷却部１０）となって冷却を行い、屋
外側熱交換器７３が凝縮器１２（つまり放熱部９）となって放熱を行うように設定してい
る。
【００７３】
　したがって、空調対象空間Ｄ内の空気は、吸込口６６を通じて送風経路６９内に流入し
た後に、冷凍サイクルＦの冷却部１０を成す屋内側熱交換器７２を通過して冷却され、冷
却空気となったうえで送風経路６９の下流側及び吹出口６７を通じて空調対象空間Ｄ内に
戻される。屋外機６１内の放熱部９を成す屋外側熱交換器７３により加熱された空気は、
内蔵してあるファン７１の送風に乗って通気口７５を通じて屋外に放出される。なお、冷
凍サイクルＦの膨張弁１３やドライヤ１６については図示を省略している。
【００７４】
　また、筐体６２内には、屋内側熱交換器７２の表面で結露して生じた水を受けるための
ドレインパン７４を、屋内側熱交換器７２及び送風手段７０の下方に配置している。ドレ
インパン７４には、一端が筐体６２外部に連通する排水ホース（図示せず）の他端を連通
接続しており、該排水ホースによりドレインパン７４に溜まった結露水を屋外に排出でき
るようになっている。
【００７５】
　上記構成の空気調和機には、冷却部１０を通じて冷却した後の空気に帯電微粒子水を放
出するために、一例の静電霧化装置を組み込んである。上記静電霧化装置は、既述したよ
うに霧化電極１を内蔵する霧化部ハウジング５と、霧化部ハウジング５内の霧化電極１に
熱的に接続した熱伝導部材６とを備えたものであり、ドレインパン７４の底壁に熱伝導部
材６を貫通させている。
【００７６】
　つまりこの空気調和機の例では、ドレインパン７４が断熱性の隔壁部３０を成し、該隔
壁部３０挟んで上方には冷凍サイクルＦの冷却部１０が位置する冷却空間Ａ２が形成され
ている。また、隔壁部３０を挟んで下方には、送風経路６９の冷却部１０及び送風手段７
０よりも下流側の部分が形成されており、この下流側の部分が結露空間Ａ１となっている
。そして、上記冷却空間Ａ２内には、静電霧化装置の熱伝導部材６が露出して位置すると
ともに冷却部１０と当接している。なお、熱伝導部材６と冷却部１０とは当接していなく
ともよく、冷却部１０によって冷やされる冷却空間Ａ２を通じて熱伝導部材６の露出部分
が冷やされる構造であってもよい。また、上記結露空間Ａ１内には、霧化部ハウジング５
に保持された状態で霧化電極１や対向電極２が位置している。
【００７７】
　隔壁部３０を成すドレインパン７４の後端と筐体６２の後面部６３との間には、ドレイ
ンパン７４上方の冷却空間Ａ２とドレインパン７４下方の結露空間Ａ１とを連通させる隙
間７７を形成している。これにより、送風経路６９には上流側から順に吸込口６６、フィ
ルタ、冷却部１０が位置する冷却空間Ａ２、送風手段７０、上記隙間７７、霧化電極１等
が位置する結露空間Ａ１、吹出口６７が配置され、冷却空間Ａ２と結露空間Ａ１とが隔壁
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部３０を介して仕切られた構造になっている。
【００７８】
　上記構成の空気調和機を運転すると、冷却空間Ａ２内において冷凍サイクルＦの冷却部
１０となる屋内側熱交換器７２が冷えるので、熱伝導部材６を介した熱のやりとりにより
、結露空間Ａ１内の霧化電極１の温度が低下する。霧化電極１の温度が低下すると霧化部
ハウジング５内の空気が冷やされ、空気中に含まれる水分が結露水として霧化電極１に生
成される。このようにして霧化電極１には水が安定供給され、霧化電極１と対向電極２と
の間に高電圧を印加することで既述したようにナノメータサイズの帯電微粒子水を大量に
生成する。
【００７９】
　生成された帯電微粒子水は、対向電極２の中央孔部を通過して霧化部ハウジング５に設
けた放出用開口１５から、送風経路６９内の冷却空間Ａ２や送風手段７０よりも下流側の
部分（つまり結露空間Ａ１）に放出される。送風経路６９内に放出された帯電微粒子水は
、送風手段７０により込まれる冷却空気に乗り、吹出口６７から空調対象空間Ｄ内に放出
される。
【００８０】
　空調対象空間Ｄ内に放出された帯電微粒子水は、粒径がナノメータサイズと極めて小さ
いために空気中に長時間浮遊するとともに拡散性が高いため、空調対象空間Ｄ内の隅々ま
で浮遊して、空調対象空間Ｄの内面や該空調対象空間Ｄ内に収納した収納物や人体に付着
する。そして、この空調対象空間Ｄの内面や収納物等に付着した帯電微粒子水が脱臭効果
、カビ、菌の除菌、繁殖抑制効果を発揮する。
【００８１】
　活性種が水分子に包み込まれるようにして存在する帯電微粒子水は遊離基単独で存在す
る場合よりも寿命が長いため、上記拡散性、脱臭効果、カビや菌の除菌や繁殖の抑制効果
がより向上することになる。また、帯電微粒子水は保湿効果があるため、空調対象空間Ｄ
内の収納物や人体の肌を保湿する効果がある。
【００８２】
　そして、この静電霧化装置を組み込んだ空気調和機にあっては、空気調和機本来の冷却
機能を発揮するために屋内機６０と屋外機６１との間で形成している冷凍サイクルＦを用
い、この冷凍サイクルＦのうち屋内機６０側で働く冷却部１０の冷却能力の一部を利用し
て結露水を生成することができる。つまり、霧化電極１に供給する結露水を生成するため
にペルチェユニット等の専用の冷却装置を備えることなく、またペルチェユニット駆動用
等の専用の電力を別途供給する必要なく、本来的に備えてある冷凍サイクルＦの設備及び
冷却能力の一部を利用して結露水を安定供給することができるので、このような静電霧化
装置を組み込んだ空気調和機全体のコンパクト化や低コスト化、省エネルギ化を図ること
ができる。
【００８３】
　また、霧化電極１が位置して結露水を生成することになる結露空間Ａ１（図示例では送
風経路６９内の冷却空間Ａ２や送風手段７０よりも下流側の部分）と、冷凍サイクルＦの
冷却部１０が位置して冷却空気を生成する冷却空間Ａ２（図示例では送風経路６９内の冷
却部１０周辺の空間）とを、ドレインパン７４から成る断熱性の隔壁部３０により仕切っ
てあることで、結露空間Ａ１を冷却空間Ａ２に比較して温度や絶対湿度の高い空間に保ち
、結露空間Ａ１側を霧化電極１に結露水を生じやすい状態に保つことが可能となっている
。
【００８４】
　しかも、この空気調和機にあっては、静電霧化装置の霧化電極１や対向電極２を、冷却
部１０や送風手段７０よりも下流側に配設してあるため、送風経路６９内を流れる帯電微
粒子水がフィンから成る冷却部１０やファンから成る送風手段７０に接触することがなく
、帯電微粒子水を冷却風に乗せて空調対象空間Ｄ内に効率良く散布することができる。
【００８５】
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　なお、図示例の空気調和機では屋内冷房用の構成のみを示しているが、冷媒回路中に四
方弁を設けて冷媒の循環方向を反転可能とし、冷暖房を切替可能にしてもよい。
【００８６】
　図８には、冷媒循環機器である空気調和機に一例の静電霧化装置を組み込んだ場合の変
形例を示している。なお、この変形例において、図７の実施形態の構成と同様の構成につ
いては詳しい説明を省略し、図７の実施形態とは相違する特徴的な構成についてのみ詳述
する。
【００８７】
　この変形例にあっては、屋外機６１内に位置する冷凍サイクルＦの放熱部９により加熱
された高温空気の一部を、送風経路６９の下流側部分（つまり結露空間Ａ１）の霧化電極
１近傍に送り込む送風路３５を備えている。これにより結露空間Ａ１内の特に霧化電極１
近傍を、結露空間Ａ１の他の部分よりも温度や絶対湿度の高い空間に保ち、霧化電極１に
結露水を生じやすい状態に保つことが可能となる。
【００８８】
　なお、屋外機６１内の放熱部９により加熱された空気の大部分は、やはり屋外機６１の
通気口７５を通じて外気に放出される。送風路３５を通じて結露空間Ａ１内に送り込む高
温空気の量は、屋内に冷却空気を送り込む空気調和機としての冷却能力に影響を与えない
ように、送風手段７０により結露空間Ａ１内に送り込まれる冷却空気の量に比して十分に
少量に設定している。送風路３５から送り込まれた高温空気は、霧化電極１近傍に供給さ
れた後に冷却空気と合流する。上記のように冷却空気に比して高温空気は少量なので、合
流後は十分な冷却能力を保持した冷却空気として空調対象空間Ｄに供給される。
【００８９】
　また、図示はしていないが、上記送風路３５を通じて結露空間Ａ１外部から高温空気を
送り込むのではなく、冷凍サイクルＦの放熱部９の少なくとも一部を、結露空間Ａ１側の
霧化部ハウジング５に隣接して（つまり霧化電極１近傍に）位置させることや、放熱部９
に熱伝導部材を接続させるとともに該熱伝導部の一部を結露空間Ａ１側の霧化部ハウジン
グ５に隣接して位置させることも好適である。この場合、結露空間Ａ１内の特に霧化電極
１近傍を放熱部９により直接的に暖めることができ、結露空間Ａ１の他の部分よりも温度
や絶対湿度の高い空間に保って、霧化電極１に結露水を生じやすい状態にすることが可能
となる。この場合も、放熱部９により結露空間Ａ１を暖める熱量は、空気調和機としての
冷却能力に影響を与えない程度に設定する。
【００９０】
　ところで、図１～図８に示した各実施形態では霧化電極１と対向電極２を備え、霧化電
極１と対向電極２との間に高電圧を印加して帯電微粒子水を生成する静電霧化装置の例を
示したが、対向電極２を設けることなく霧化電極１に高電圧を印加して帯電微粒子水を生
成する構成であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】本発明の実施形態における一例の静電霧化装置を示す説明用断面図である。
【図２】一例の静電霧化装置の要部拡大図である。
【図３】一例の静電霧化装置を組み込んだ冷蔵庫を示す説明用断面図である。
【図４】同上の変形例を示す説明用断面図である。
【図５】一例の静電霧化装置を組み込んだ除湿機を示す説明用断面図である。
【図６】同上の変形例を示す説明用断面図である。
【図７】一例の静電霧化装置を組み込んだ空気調和機を示す説明用断面図である。
【図８】同上の変形例を示す説明用断面図である。
【符号の説明】
【００９２】
　１　霧化電極
　３　冷却手段
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　９　放熱部
　１０　冷却部
　３０　隔壁部
　３５　送風路
　Ｆ　冷凍サイクル
　Ａ１　結露空間
　Ａ２　冷却空間

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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